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今
日
う
た
っ
山
御
検
地
付
而
、
入
幡
宮
屋
布
之
事
被
=
仰
越
一
先
年
取

立
候
悶
は
荒
地
山
に
て
候
つ
る
保
、
此
度
の
儀
御
見
合
候
而
、
御
引

被
v
成
可
v
然
存
候
。
あ
た
ど
や
は
た
道
之
事
、
是
又
御
見
合
候
而
可
v
然

様
に
可
v
被
a
仰
付
-
候
o
共
外
奉
公
人
屋
布
之
事
、
公
俄
屋
布
奉
行
家

よ
り
相
渡
不
-
申
所
は
、
い
づ
れ
も
御
打
候
而
可
v
然
存
候
。
恐
々
謹

言。

七
月
廿
二
日

積
-
山
娩
守
長
知

判

成
瀬
内
磁
介
様

加
藤
宗
兵
衛
様

堀

掃

部

様

山
本
久
左
衛
門
様

御
報

右
寄
翰
に
て
見
れ
ば
、
元
和
二
年
の
頃
は
、
諸
寺
院
を
ば
卯
辰
山
の

麓
に
移
轄
を
命
ぜ
ら
る

L
K
付
き
て
、

λ
幡
の
駐
地
等
更
に
検
地
せ

し
故
た
り
と
聞
ゆ
。
蓋
し
泉
野
へ
寺
院
を
移
さ
れ
し
は
、
一
冗
和
元
年

た
ふ
由
、
泉
野
寺
町
の
寺
院
由
来
替
に
載
せ
た
り
。
叉
卯
辰
の
寺
院

は
、
三
州
志
来
因
概
究
に
、
慶
長
六
年
七
月
三
目
、
瑞
髄
公
花
押
以
昌

七
ク
寺
一
紙
者
-
賜
昌
久
保
市
山
金
剛
寺
地
於
卯
炭
山
刊
と
あ
り
て
‘
七

夕
寺
は
金
剛
寺
・
明
王
院
・
賢
聖
坊
・
賓
白
熱
坊
等
の
民
言
宗
の
寺
院
也
。

負
坊
主
を
公
事
場
へ
呼
出
し
、
奥
村
因
幡
罷
出
被
a

開
局
一
山
本
瀬
兵

衛
儀
御
横
目
役
に
て
罷
出
。
此
坊
主
申
す
は
、
兄
弟
子
疲
候
底
少
之

聞
も
有
ν
之
魔
に
、
ぽ
た
/
¥
と
申
故
起
出
候
へ
ば
、
盗
人
血
万
を
ふ

り
候
故
、
治
そ
ろ
し
く
逃
出
候
底
に
、
遺
懸
け
う
し
ろ
よ
り
切
候
皆

申
聞
け
‘
あ
た
ま
に
八
・
丸
寸
許
の
癖
負
ひ
た
り
。
縁
の
下
へ
隠
れ
罷

在
、
共
後
入
管
も
し
づ
ま
り
候
へ
ど
も
訟
そ
ろ
し
く
、
夜
明
申
ま
で

聾
も
立
不
v
申
、
夜
明
罷
出
、
兄
弟
子
を
見
候
へ
ば
切
殺
さ
れ
、
諸
道

具
・
金
銀
共
盗
取
会
る
由
申
聞
け
た
り
。
此
の
趣
を
瀬
兵
衛
小
松
へ

罷
越
言
上
候
様
に
因
幡
申
す
に
付
、
罷
出
雪
上
候
廃
K
.
是
は
手
負

候
弟
子
坊
主
め
同
類
に
候
問
‘
拷
問
可
v
仕
と
御
意
候
ゆ
ゑ
、
方
申
上

候
通
り
弟
弟
子
乎
負
罷
在
、
口
上
之
段
々
重
而
申
上
候
へ
ば
‘
緋
口

不
v
申
、
罷
勝
因
幡
に
可
=
申
閲
吋
因
幡
は
合
点
可
v
仕
と
御
意
ゆ
ゑ
、
御

無
理
成
事
と
奉
v
存
、
罷
蹄
右
御
意
の
趣
因
幡
へ
申
入
、
何
と
も
合
点

は
不
v
参
候
へ
ど
も
.
殿
様
の
御
意
に
は
奇
妙
成
事
候
聞
‘
吟
味
仕
見

可
v
申
と
て
‘
明
日
公
事
場
へ
出
し
候
様
に
と
て
、
翌
日
公
事
場
へ
坊

主
呼
出
し
、
因
幡
申
候
は
、
訴
人
有
v
之
‘
共
方
申
合
兄
弟
子
を
殺
し
.

金
銀
を
盗
取
候
由
申
出
候
。
此
上
は
白
欲
可
v
仕
。
有
休
に
申
候
は

ぽ
、
出
家
の
事
命
は
御
菟
可
v
被
v
遊
、
陳
じ
候
は
ど
拷
問
可
v
仕
、
共

金
滞
古
志
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故
に
一
紙
を
以
て
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
怠
る
べ
し
o

叉
卯
辰
妙
泰
一

寺
由
来
容
に
、
初
材
木
町
に
寺
有
之
底
、
大
袈
寺
陣
の
翌
年
、
御
城

下
惣
様
堀
御
普
請
に
付
被
a
召
上
一
卯
辰
山
際
へ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
た

る
よ
し
記
載
す
。
此
の
由
来
書
に
て
見
れ
ば
、
慶
長
六
年
に
惣
樽
姻

出
来
に
付
き
、
枯
木
橋
議
た
る
寺
院
共
左
卯
辰
山
の
麓
へ
移
さ
れ
し

と
聞
ゆ
。
園
初
以
来
枯
木
町
の
寺
町
と
て
、
此
の
越
に
寺
院
多
か
り

し
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
、
座
長
六
年
以
来
漣
々
卯
辰
の
地
へ
移
縛
を

命
ぜ
ら
れ
し
残
り
の
寺
院
を
ば
、
元
和
二
年
の
頃
卯
辰
山
の
麓
へ
移

さ
れ
し
も
の
た
り
。
倫
下
文
に
邸
中
げ
た
る
寺
院
由
来
書
E
も
に
て
考

ふ
ペ
し
。

。
卯
辰
山
寺
穂
借
俸
諸

山
本
基
腐
の
微
妙
公
選
事
別
集
に
云
ふ
。
卯
炭
山
に
脚
寺
有
v
之
1

寺

鋭
を
忘
失
す
。
此
住
持
の
借
遜
化
し
、
路
子
坊
主
雨
入
衣
類
・
手
道

具
・
銀
子
等
長
持
に
入
れ
て
、
組
合
の
寺
方
封
印
し
、
右
雨
入
の
弟
子

預
り
罷
有
魔
に
、
或
夜
盗
人
入
り
て
兄
弟
子
を
切
殺
し
た
り
。
弟
弟

子
起
合
候
へ

E
も
、
右
の
仙
砕
を
見
候
て
逃
候
へ
ば
.
遁
懸
け
あ
た
ま

を
一
刀
切
り
け
れ

E
も
、
逃
延
び
縁
の
下
へ
隠
れ
、
翌
朝
近
所
の
寺

，
方
へ
案
内
い
た
し
た
り
。
右
金
銀
諸
道
具
は
盗
取
参
り
け
り
。
彼
乎

上
に
白
紙
候
て
も
死
罪
無
v
遁
事
也
と
、
段
々
申
聞
候
へ
ば
、
左
候
は

ぽ
白
欣
可
v
仕
。
浪
人
者
雨
入
申
合
せ
、
兄
弟
子
を
殺
し
金
銀
を
縫
取

り
た
り
。
先
住
の
遺
書
に
、
兄
弟
子
は
後
住
之
休
に
承
及
候
故
‘
右

の
兄
弟
子
相
呆
候
は
ど
、
寺
も
取
可
v
申
。
左
候
は
ど
緒
道
具
銀
子
も

《

-dv

返
し
不
v
申
‘
左
な
く
ば
金
銀
分
取
に
可
v
仕
由
‘
右
雨
人
の
浪
人
申
候

故
、
同
心
仕
候
。
焼
無
v
之
候
は
官
、
御
吟
味
に
む
づ
か
し
く
候
は
ん
‘

少
減
有
v
之
可
ν
然
と
雨
入
申

τ切
候
由
.
一
々
白
紙
仕
た
り
。
依
り
て

同
類
雨
人
も
召
捕
り
禁
絡
す
。
因
幡
も
是
は
/
¥
と
申
候
て
、
此
段

小
松
へ
罷
越
可
a
申
上
-
由
申
に
付
、
則
瀬
兵
衛
罷
出
申
上
候
底
、
被
-

聞
召
-
則
御
前
に
被
昌
召
出
一
み
た
か

1
1と
被
仰
、
尻
餅
を
御
か
ち
、

六
尺
許
御
宇
り
出
.
因
幡
は
何
と
い
う
た
と
御
意
候
故
.
合
鈷
は
不
v

傘
候
へ
ど
も
‘
殿
様
の
御
意
に
は
奇
妙
成
事
候
問
‘
吟
味
仕
見
可
ν
申

由
申
候
て
、
葱
日
罷
出
町
右
申
上
候
通
り
に
だ
ま
し
候
へ
ば
、
白
放

仕
皆
申
上
候
島
、
奇
妙
成
事
更
々
無
v
之
、
手
続
の
見
ゃ
う
を
合
点
せ

ぬ
也
。
一
尺
程
痕
口
有
v
之
と
先
日
申
候
時
、
聞
く
と
そ
の
坊
主
め
同

類
と
合
点
し
た
る
也
。
丸
き
あ
た
ま
を
減
口
八
・
丸
寸
切
申
程
、
危
ぐ

り
か
け
切
候

τ、
鉢
わ
れ
不
v
申
事
は
無
'
之
候
。
鉢
に
あ
た
り
候

τ

は
‘
死
た
宇
と
も
夢
中
に
成
可
v
・
甲
候
。
公
事
場
へ
出
候

τ、
言
語
お
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